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私
た
ち
の
地
球
は
、
太
陽
か
ら
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

で
暖
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
熱
は
地
球
か
ら
放
射
さ
れ
、

適
温
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
在
、
化
石
燃
料
に
依
存
し
た
便
利
な
生
活
環

境
に
よ
っ
て
、
大
気
に
含
ま
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
が
増
加
し
、
地
球
か
ら
放
射
さ
れ

る
熱
の
量
が
減
っ
た
た
め
、
地
球
規
模
で
気
温
上
昇
（
温

暖
化
）
が
進
ん
で
い
ま
す
。

温
暖
化
は
、
異
常
気
象
や
海
面
上
昇
・
生
態
系
な
ど
、

地
球
に
深
刻
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
京
都
議
定
書
（
※
）
の
約
束
期
間
に
入
り
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
」
の
削
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

～家庭でできる地球温暖化防止対策～

特集　特集　66 月は環境月間です月は環境月間です

※京都議定書…1997年に京都市で開かれた「第 3回気候変動枠組条約締約国会議」で議決した議定書。先進締約国に対し、2008年～2012年の第 1
約束期間における、温室効果ガス排出量削減について、日本は1990年比で平均値 6％削減の義務がある。 ※ヒートアイランド現象…郊外に比べ
て気温が高くなっている都市部特有の現象。等温線を描いた時、都市部を中心として島のように見えるため名付けられた。

◆
緑
の
カ
ー
テ
ン

ツ
ル
性
植
物
の
ゴ
ー
ヤ
等
で
窓

面
を
覆
う
こ
と
で
、
涼
し
く
、
ク

ー
ラ
ー
に
頼
ら
ず
省
エ
ネ
が
図
れ

ま
す
。

◆
室
内
へ
の
日
ざ
し
を
防
ぐ

室
内
の
家
具
等
に
日
ざ
し
が
あ

た
る
と
、
家
具
等
が
熱
を
持
ち
、

部
屋
を
暑
く
す
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
外
出
時
も
カ
ー
テ
ン
等
を
利

用
し
、
室
内
の
温
度
を
上
げ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。（
日
よ
け

や
す
だ
れ
も
良
い
で
し
ょ
う
）

これらの実践は都市部のヒートアイラン
ド現象（※）の緩和にもつながります。

「「
地地
球球
温温
暖暖
化化
」」
はは
、、
なな
ぜぜ
おお
ここ
るる
のの
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？

ムム
ダダ
なな
熱熱
をを
出出
ささ
なな
いい
心心
がが
けけ

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
減
ら
す
た
め
に

地
球
温
暖
化
を
こ
れ
以
上
進
め
な
い
た
め
に
も
、「
温
室

効
果
ガ
ス
」
の
排
出
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

一
つ
一
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
す
が
、
ム
ダ
な
熱
を
出
さ
な

い
心
が
け
が
大
切
で
す
。

◆
自
宅
等
の
緑
化

自
宅
や
事
業
所
の
屋
上
や
ベ
ラ

ン
ダ
を
工
夫
で
変
え
る
。
植
木
鉢
を

置
く
こ
と
も
緑
化
の
ひ
と
つ
で
す
。

◆
打
ち
水

夕
方
に
は
窓
を
開
け
、
打
ち
水

を
し
て
夕
涼
み
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
こ
ま
め
な
省
エ
ネ

電
気
製
品
は
省
エ
ネ
タ
イ
プ
を

選
ぶ
、
使
わ
な
い
電
気
製
品
の
電

源
を
消
す
な
ど
。
電
気
代
も
節
約

で
き
ま
す
。

削削削削
減減減減

削削削削
減減減減

削削削削
減減減減

削削削削
減減減減

削削削削
減減減減

ムダな熱を出さない心がけをムダな熱を出さない心がけを
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生
垣
設
置
奨
励

ご
家
庭
や
事
業
所
で
、
生
垣
を

設
置
さ
れ
る
方
に
対
し
市
が
補
助

を
し
ま
す
。（
件
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
設
置
す
る
前
に
申

請
が
必
要
で
す
。
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
）

補
助
対
象

生
垣
の
樹
木
の
高
さ

が
1
m
以
上
の
も
の
で
、
長
さ
が

3
m
以
上
（
本
数
は
1
m
当
り
3

本
基
準
）
等

補
助
金
額

家
庭
用
＝
1
m
に
つ

き
2
5
0
0
円
以
内
（
補
助
限
度

額
5
万
円
）、
事
業
所
用
＝
1
m

に
つ
き
1
5
0
0
円
以
内
（
補
助

限
度
額
10
万
円
）

問
合
せ

建
設
課
・
内
線
4
3
2

2

B

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
事
業

環
境
省
が
推

進
し
市
が
協
働

し
て
い
る
「
こ

ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
事
業
」で
は
、

自
主
的
に
環
境

を
学
習
し
、
活
動
す
る
お
子
さ
ん

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

対
　
象

幼
児
〜
高
校
生
の
お
子

さ
ん
2
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る

方
々
（
代
表
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

大
人
の
登
録
が
必
要
で
す
）

申
込
み

登
録
用
紙
を
環
境
対
策

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

内
　
容

環
境
情
報
が
掲
載
さ
れ

た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
な
ど

問
合
せ

環
境
対
策
課
・
内
線
3

4
2
1

環環
境境
問問
題題
にに
取取
りり
組組
むむ

方方
をを
ササ
ポポ
ーー
トト
しし
まま
すす

B市の施設で「緑のカーテンづくり」実践中！
市では、地球温暖化防止対策の一環として、市内18カ
所の施設に「緑のカーテンづくり」を目ざして、ゴーヤ
の苗を植えています。緑のカーテンは、植物による蒸
散・遮光で、室内や周辺温度の低下を図り、冷房の使用
を抑え、二酸化炭素の排出抑制にも効果があります。

「エコライフチェック（環境家計簿）」は、温室効果
ガスをどれだけ減らすことができたのか、目安として調
べることができます。

実施期間 6 月 1日（日）から30日（月）の間の 1日間

○用紙と回収箱は、各公民館および福祉センターに設置
します。
○市ホームページからも回答できます。
○自治会・団体・企業での参加もできますので、お問い
合せください　問合せ 環境対策課・内線3421

実践中の公共施設

小・中学校 6 校、保育
所 4 カ所、きじばと作
業所 3 カ所、里土地区
画整理事務所、浄水場、
環境センター、郷土資
料館里仮収蔵庫、市役
所庁舎（計18カ所） 緑のカーテンできるかな？

（ 写真は 5 月に里保育所で、子どもた
ちがゴーヤを植えた時のようす）

＜19年度のエコライフチェックの実施結果＞
19年度参加者 3,044人

削減できた二酸化炭素の量 約2,100kg

勝俣　幸子さん　　
さん

（本 4）

こんなことに取り組んでいますこんなことに取り組んでいます

鳩ヶ谷市エ
コライフチ

ェックシー
ト（環境家

計簿）

冷蔵庫の扉は
、すぐ閉めた

。（6ｇ・１年
で 130円の節

約）

他の用事をす
るときは、テ

レビを消した
。（42ｇ・１

年で 840円の
節約）

テレビなど家
電製品は使わ

ないときは、
主電源を切っ

たりプラグを
ぬいた。(79

ｇ・１年で 1
580円の節約

）

部屋を出ると
きは、明かり

を消した。（2
3ｇ・１年で

460円の節約
）

暖房の設定温
度を１度低く

(2０度 ) した
。(121ｇ・一

冬で 1120円
の節約）

家電製品を省
エネタイプの

ものに買い換
えた。（電球を

電球型蛍光ラ
ンプに変えた

り、省エネラ
ベルの

家電に買い換
えるなど。チ

ェックはここ
１か月程度の

期間で考えて
ください。8

9ｇ・１年で
1770円の節

約）

シャワーのお
湯は、出しっ

ぱなしにしな
いで、こまめ

に止めた。（7
3ｇ・１年で

1560円の節
約）

野菜などの食
料品を近くの

産地のものを
買った。（18

5ｇ）

レジ袋は、も
らわなかった

。（50ｇ）

市町村のゴミ
出しルールに

したがって分
けた。（ビン、

カン、ペット
ボトルなど）（

119ｇ）

エコ商品やリ
サイクル品を

使った。（トイ
レットペーパ

ーなど）（60
ｇ）

ぬれた手や汚
れを拭くとき

、ペーパータ
オルやティッ

シュペーパー
を使わなかっ

た。（11ｇ）

自動車やバイ
クを使わずに

、徒歩・自転
車・バス・電

車を利用した
。（397ｇ・１

年で 5720円
の節約＝徒歩

の場合）

駐車や停車を
するときは、

できるだけア
イドリングス

トップした。（
151ｇ・１年

で 2170円の
節約）

自動車を運転
するときは、

急発進や急加
速をしないで

エコドライブ
を心がけた。

(260ｇ・１年
で 3750円の

節約）

風呂の残り湯
を洗濯に使っ

た（16ｇ）

水を流しっぱ
なしにしなか

った。（歯磨き
、シャワーな

ど）（11ｇ）

シャンプーや
台所用洗剤な

どは、使いす
ぎず適量使っ

た。（48ｇ）

ご飯やおかず
を、残さず食

べた。（9ｇ）

（　）の数字
は１日に減ら

せる二酸化炭
素の量です

●19年度実施結果詳細
実施日 夏＝19年 6 月 1 日（金）から30日（土）までの間の 1日間、冬＝19年12月 1 日（土）から28日（金）までの
間の 1日間

参加者数 合計3,044人（夏＝67人、冬＝2,977人（うち家族参加者1,560人含む）…対18年度比約209％増
削減できた二酸化炭素の量　合計2,100kg（夏＝約74kg、冬＝約2,026kg）…対18年度比約186％増

市の環境事業に航さんが参加
したことをきっかけに、航さん
がお友だちを含めた 5 人で「こ
どもエコクラブ」を発足しまし
た。航さんのお母さんを代表に、
遊歩道の清掃等を行っています。
毎日の生活では、「エコバッ

ク」を使い余計なビニール袋を
貰わないこと、食べ残しをしな

B市民の方に伺いました

いこと、また、植物等をたくさん育て、水やりは
溜めた雨水を使うことなど、小さなことから取り
組みをしているそうです。
「小さなことでも「もったいない」と思うこと

がエコに繋がります。今後は、仲間を増やして楽
しく活動していきたいです」と語ってくれました。

航

市では、 6 月から 9 月までの間、職員の「クールビズ」（夏の軽装）を実施し、真夏期に庁舎内の冷房温度を28℃に設定するな
ど、省エネルギー対策に取り組んでいます。皆様のご理解とご協力をお願いします。

約150本の杉の木が、二酸化炭
素を1年間吸収する量と同じ量
を削減したことになります。
（50年生の杉、人工林の場合）


